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湯来農村環境

改善センター 

湯来食農体験新聞

植える、育てる、収穫する、味わう 

今年も４月２６日から全５回で“親子で湯来食農体
験”が佐伯区湯来町麦谷の湯来農村環境改善センターで
スタートしました。 

今年は広島市各区より１２組小さい子どもさんを含め
４０人の参加者が集いました。（第１回目時（写真右）） 
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畑では第３回目の体験に使う予定のハブ草と赤
シソの小さな小さな種を植えました。マルチのと
ころにはトウガラシの苗を獣よけに植えました。 

 

食 体 験 

  

食の体験は地域で田植えの時期に食べられていた「さんばいさん」、 

きな粉やふきなど使ったおにぎり。旬の竹の子やわらびが入った筑前煮。

湯来で作った味噌を使った味噌汁。地域のおばあちゃんたちが作って 

くださいました。ごちそうさまでした 

第１回目の農業体験はお待ちかねの田植え！！ 
苗を植えるときに同じ間隔で植えられるように田植枠
（しるしをつける道具）を使って、農家のおじちゃんと
一緒に跡をつけました。水田の泥に足をとられながら、
入水、数本ずつ苗をちぎりながらぬるぬるとした泥の中
に植えていきました。そんな大変さを横目に便利な現代
の田植え機が広範囲をさくさく植えていきました。 

順調にいけば今年の稲刈りは８月の末です。それまで
にどんどん大きく成長する様子を楽しみましょう。 

  

 


